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全国にあるNHKの放送局では、地域の現状や課題にきちんと向き合い、
地域に役立つことを目標としてさまざまな取り組みを進めています。
地域のみなさまとともに考え、悩み、解決策を模索する
地域放送局の取り組みをご紹介します。

地域に役立つ、地域とともに
第4章

【名古屋放送局の取り組み】

「防犯・防災」に役立つ「安全安心ひとくちメモ」

・災害への安全対策に役立つ情報

・ひったくりや空き巣など「街頭犯罪」の
　発生状況と対策

・マルチ商法やキャッチセールスなどの
　「悪質商法」の発生状況とその対策

・オレオレ詐欺などに代表される
　「振り込め詐欺」の発生状況とその対策

・交通死亡事故の発生状況、事故原因の分析と
　その対策

「安全安心ひとくちメモ」これまでのおもな放送内容犯罪・交通事故の多発地域、愛知県

▶名古屋放送局のホームページには、これまでの放送の中から、
「防災に役立つ情報」を画像とともに掲載しています。

http://www.nhk.or.jp/nagoya/
bousai/hitokuchi/

　愛知県は、全国の中でも犯罪や交通事故が多発
している地域です。平成17年には交通事故の死者
数が全国でワーストワンを記録、ひったくりや空
き巣などの街頭犯罪の数も全国で多い県にあげら
れています。
　名古屋放送局では、「犯罪や交通事故の抑止、
災害への安全対策のために何かできないか」と考
えました。そして、17年11月から「おはよう東海」
（月～金　午前7：30～7：45）、「ほっとイブニング」
（月～金　午後6：10～7：00）の中で「安全安心
ひとくちメモ」を放送し、犯罪抑止や防災に役立
つ情報をわかりやすくお伝えしています。
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　また、地域密着番組「金とく」（毎週金曜日　午
後8：00～8：45）では、「安全安心ひとくちメモ」の
内容をより深く掘り下げ、多発する犯罪の原因や対
策について詳しくお伝えしています。
　こうした取り組みに対し、視聴者のみなさまか
らは「皆で町を良くしていこうという前向きな気
持ちが伝わってきた」「身近な事例について注意
点や取り組みが紹介されていたので大変興味深
かった」「月に１度ぐらいはこのような大切なテー
マに取り組んでほしい」といった声や再放送希望
等が寄せられています。
　18年1月から12月までの1年間に愛知県内で起き
た犯罪件数は15万件あまりで、前年に比べて4万
件あまり、率にして約20％減少しました。全国公
安委員会の会議の席ではこうした名古屋放送局の
取り組みが紹介されました。
　名古屋放送局では、今後も放送を通じて、防犯・
防災をはじめ地域のみなさまに役立つ取り組みを
続けていきます。

内容を深く掘り下げる「金とく」
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・18年4月7日放送
　 「犯罪多発！まちの安心を取り戻せ」

・9月1日放送
　 「大地震　その時あなたは」

・10月6日放送
　 「子どもが狙われる～多発する“声かけ”～」

・12月8日放送
　 「どう減らす　交通事故死
 ～緊急報告　ワースト１愛知～」

「金とく」のおもな放送内容

公開生放送した  金とく  「犯罪多発！まちの安心を取り戻せ」

県やNPOと連携した取り組み

　秋田県は17年度の自殺者が447人で、人口10万
人あたりの自殺者数が10年連続、全国で最も多く
なっています。秋田放送局では、こうした状況を
少しでも改善できないかと考え、放送を通じて自
殺防止に取り組んできました。

県とNPO法人が実施している無料電話相談をスポットで告知

【秋田放送局の取り組み】

自殺防止キャンペーン

・17年11月25日
　 　 「あきたスペシャル　自殺をどう防ぐか」

・17年12月9日
　 　 「クローズアップあきた
　  自殺予防から始まった町づくり」

・18年7月21日
　 　 「クローズアップ東北
　  つらさを共に見つめて
　  ～精神科医・稲村茂さんの日々～」

これまでの主な自殺防止関連の放送

　また、18年9月には、秋田県とＮＰＯ法人「秋
田いのちの電話」が自殺予防のために実施してい
る無料電話相談を、30秒のお知らせスポットで県
民に向けてPRしました。
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「飲んだら乗らない、乗らせない」を毎日放送

  「なぜ、こんなかわいい子供たちが亡くならなけ
ればならなかったのか。」「飲酒運転をなくすため
に、自分は何ができるのか。」そんな記者たちの
熱い思いが、福岡放送局の「追放！飲酒運転」の
キャンペーンをスタートさせました。
　福岡市では平成18年８月25日、飲酒運転の車に
追突された乗用車が橋から海に転落し、幼いきょ
うだい３人が犠牲になりました。それ以来、福岡
放送局では、幼いきょうだいの“月命日”にあた
る毎月25日、飲酒運転の撲滅をめざす取り組みを
シリーズで放送しています。
　また、毎週金曜日には、飲酒運転の検挙者や事
故のまとめ、それに視聴者のみなさまからのご意
見やご提言を紹介してきました※。
　さらに、ラジオでも、「飲んだら乗らない、乗
らせない。ＮＨＫ福岡放送局からのお願いです。」
というメッセージを毎日10回以上放送し、ドライ
バーの方々に繰り返し注意を呼びかけています。

※19年4月からは月1回放送に変更

福岡放送局の「飲酒運転撲滅キャンペーン」ホームページより

　このキャンペーンには、飲酒運転に対する罰則
を強化するよう求める声や、飲食店にドライバー
への酒類の提供を自粛するよう求める提言など
が、ファックスや電子メールで寄せられました。
また、キャンペーンを一時的なものに終わらせず、
飲酒運転撲滅をめざす運動を続けてほしいという
声もいただきました。
　忘年会シーズンを迎えた18年12月、福岡県では
１か月間の飲酒運転による事故の件数、飲酒運転
検挙者数が、前の年に比べ35％近く減りました。

　また、19年3月には、飲酒運転をした人や、ド
ライバーに酒類を提供した人への罰則を大幅に強
化する、道路交通法の改正案が閣議決定されま
した。
　福岡市で起きた痛ましい事故をきっかけに、飲
酒運転の撲滅を求める世論の輪が全国に広がり、
それが社会や国を動かす結果につながりました。

【福岡放送局の取り組み】

追放！飲酒運転

なくそう飲酒運転キャンペーン
　甲府放送局では、17年10月から「なくそう飲酒
運転キャンペーン」を展開しています。このたび、
大河ドラマ「風林火山」の主人公“山本勘助”に
ちなんだ甲府放送局のイメージキャラクター“かん
すけ君”をデザインしたコースターを作成し、飲
酒運転禁止を呼びかけています。

【甲府放送局の取り組み】
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平成18年12月                                （対前年同月比）

 217件（－129件）
 252人（－134人）
 福岡県警調べ

飲酒運転事故件数

飲酒運転検挙者数
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2007年、NHKは地域の元気を応援します
みなさまの地域が抱えている問題はありませんか？

NHKは2007年、「地域応援キャンペーン」を全国で展開しています。
3つのキャンペーン関連番組の放送、そして地域貢献活動にも積極的に取り組みます。

全国に54あるNHKの放送局は、地域社会が抱える問題を見つめ、
地域のみなさまとともに解決策を考えていきます。

地域応援キャンペーンポスター
堀尾正明アナウンサーが地域応援キャスターを担当します


